
地域医療構想（御坊保健医療圏構想区域） 

第９回 調整会議 補足資料（資料概要） 

【資料１について】 

◆経緯（P1～P6） 

厚生労働省による全国の公立・公的病院の分析の発表や、その後の厚生労働省の

説明内容について 

本県意見「設置者が主体的に考えることで、国から促されるべき性質では無い」（P5） 

◆国における今後の進め方（P7～P15 抜粋） 

（１）新たな財政支援（補助の新設 ※資料３のP2～P3参照） 

・ダウンサイジング支援（稼働病床１０％以上削減の病院に対する補助） 

・統廃合支援 

①総病床１０％以上削減にかかるコストに対する補助 

②廃止病院の残債の利子に対する補助 

（２）公立病院に対する地方財政措置（不採算地区に対する措置） 

※改革プランの新策定が必要 

（３）重点支援区域における国による助言や集中的な支援（P15参照） 

・重点支援区域は調整会議で合意を得た上で、県から国に対し申請が必要。 

 ※予め調整会議で要望について議論が必要（現時点で県内で申請予定なし。） 

（４）民間病院の診療実績と公立・公的病院との比較 

※R1.12.5における大臣発言（P6）参照 

◆本県における当面の重点取組事項 

（１）病床機能報告の定量的基準により機能分化を促進 

（２）経営分析等により、再編・ネットワーク化を検討 

（３）非稼働病床について対応を検討 

（４）補助制度を活用しつつ、バランスのとれた医療提供体制を構築 

将来の医療需要を見据えつつ実状も踏まえながら、今後のあるべき姿を区域全体で

検討していきたい。 

【資料２について】 

◆御坊保健医療圏における病床機能の現状とアンケート結果（概要） 

委員限りのため非公表 

 

 



【資料３について】 

◆病床機能分化・連携に係る補助制度の一部見直し（検討中） 

（１）高度急性期病床整備事業において対象区域を拡大（検討中） 

（２）施設改修等に係る設計費支援（新設） 

・急性期から高度急性期、回復期への機能転換など 

・病床廃止を伴う施設転換 

※転換を伴う場合は、調整会議において合意が必要 

◆病床削減に係る国の支援（新設） 

※資料１の P7の補足となります 

【資料４について】 

◆経営分析事業 

・令和元年度は御坊圏域が対象（４病院参加） 

・再編・ネットワーク案については３月末を目途に受託事業者が各病院に説明する

予定となっていたが、国内における新型コロナウイルス感染症の状況により、延

期。 

現時点の予定では、４月中を目途に説明する予定 

※新型コロナウイルスにより再延期する可能性もありますので、御了承ください。 

【資料５について】 

◆設置要綱の改正 

・医療法改正により外来医療提供に係る医療提供体制の協議が必要となった 

・御坊圏域では外来医療計画は日高地方地域医療対策協議会において検討 

・県下でも各区域で検討していたが、県医務課で調整した結果、今後は地域医療構

想調整会議で協議していくこととなり、設置要綱改正（協議事項の追加）を行い

たい。 

 


